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ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
は
？ 

　

こ
と
し
、市
内
26
地
区
の
全
て
で「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

が
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
区
と
行
政
が
目
的
別
に

つ
な
が
り
、
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
地

区
内
に
あ
る
各
団
体
が
、
お
互
い
の
活
動
内
容
を
知
ら
な
か

っ
た
り
、
同
じ
目
的
の
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
個
別
に

行
っ
た
り
す
る
、「
タ
テ
割
り
」
の
関
係
で
し
た
。

　

今
回
設
立
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
は
、
地
区
で
活

動
す
る
団
体
同
士
の
「
横
の
つ
な
が
り
」
を
強
化
し
、
協
力

体
制
を
築
い
て
地
区
の
課
題
を
解
決
で
き
る
組
織
で
す
。
ま

た
、
目
的
別
に
協
議
す
る
た
め
、「
部
会
制
」
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

   

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

まちづくり協議会まちづくり協議会
町内会・区

福祉団体 子どもの成長
を考える部会

○○部会

○○部会

健康増進に
取り組む部会

文化活動を
育む部会

福祉について
考える部会

地域の防災・安全
に取り組む部会

総
務･

企
画
部
門

（
役
員
会
な
ど
）

環境団体

交通安全団体

青少年育成団体 各種地区団体

子ども会

PTA

消防団・
水防団

防犯団体・防災団体
企業

消防署

学校

教育
委員会

社会福祉
協議会

NPO

警察

市役所

生涯学習推進会

消
防
団

交
通
安
全
団
体

悠
容
ク
ラ
ブ

生
涯
学
習
推
進
会

町
内
会

福
祉
推
進
会

子
ど
も
会

Ｐ
Ｔ
Ａ

消防署
市役所

社会福祉
協議会

警察教育
委員会学校

地 域地 域

「たて」たす「よこ」「たて」たす「よこ」
まちづくりはまちづくりは

～まちづくり協議会を設立しました～～まちづくり協議会を設立しました～

まちづくり活動応援キャラクター
「チカラコブタ」くん

こ
れ
ま
で
は
、い
わ
ゆ
る
「
タ

テ
割
り
」
だ
っ
た
コ
ブ
…
。

これまでのまちづくり

これからのまちづくり

「
横
の
つ
な
が
り
」
が
で
き
て
、

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
連
携
の
と

れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
ん
だ
コ
ブ
！

地域の
力こぶアップ！
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地
区
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
っ
て
？

　

市
内
の
各
地
区
で
は
、住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
環
境
に
関
す
る
活
動

　
　

草
刈
り
、
清
掃
、
ご
み
集
積
所
の
管
理
な
ど

・
安
全
に
関
す
る
活
動

　
　

防
犯
活
動
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
な
ど

・
防
災
に
関
す
る
活
動

　
　

防
災
訓
練
、
消
防
、
水
防
な
ど

・
成
人
教
育
に
関
す
る
活
動

　
　

文
化
祭
、
各
種
講
座
な
ど

・
福
祉
に
関
す
る
活
動

　
　

配
食
、
高
齢
者
等
の
見
守
り
な
ど

・
体
育
保
健
に
関
す
る
活
動

　
　

体
育
祭
、
救
命
講
習
な
ど

・
青
少
年
に
関
す
る
活
動

　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
、
補
導
な
ど

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
、
い
ろ
い
ろ

な
立
場
の
人
が
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
部
会
の
中
で
話
し

合
い
、
協
力
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

現
在
、
各
地
区
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
が
活
発
な
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
効
率
的
・
持
続
的

に
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
団
体
ご
と

で
は
な
く
、地
区
全
体
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
「
目
的
」
や
、

「
目
標
」「
取
り
組
む
べ
き
活
動
」

　
　
　
　
　
　
　

な
ど
を
整
理

し
、
計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
各
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
で
は
、
今
年
度

と
来
年
度
の
2
か
年
を
か
け
て
、

「
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
」
の

策
定
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

各
地
区
の
皆
さ
ん
の
声
が
反

映
さ
れ
た
、
よ
り
よ
い
計
画
に

す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
開
催
し
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

   

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課

☎（
55
）2
8
8
7
　
5（
53
）6
6
6
3

Esi-m
achi@

div.city.fuji.shizuoka.jp

た
く
さ
ん
の
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る

コ
ブ
！

み
ん
な
の
地
区
へ
の

思
い
を
聞
か
せ
て
ほ

し
い
コ
ブ
！

まちづくり協議会設立記念講演会

草刈り

地区の体育祭

まちづくり協議会設立総会

足
腰
の
強
い
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
行
政
と
地
域
住
民
が
協
働

し
て
、
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
設
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
は
、
難
し
い
課
題
や
突
発
的
な
事
業
の
担
い

手
が
不
足
し
、
誰
か
に
負
担
が
集
中
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
部
会
制
に
な
っ
た
こ
と
で
、
適
切

な
役
割
分
担
が
可
能
に
な
り
、
効
率
的
に
事
業
を
実
施

で
き
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
大
淵
お
茶
ま
つ

り
・
富
士
山
&
茶
娘
撮
影
会
」
で
す
。
昨
年
は
、
実
行

委
員
会
形
式
で
行
い
ま
し
た
が
、
こ
と
し
は
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
「
環
境
・
観
光
部
会
」
が
中
心
に
な
っ

て
開
催
し
ま
し
た
。富
士
山
と
茶
畑
の
景
色
を
求
め
て
、

市
内
外
か
ら
大
勢
の
写
真
愛
好
家
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
事
業
を
地
域
活
性
化
の
た
め
に
う
ま
く
活
用

し
、
交
流
人
口
を
ふ
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で

す
。
各
部
会
の
役
割
は
、地
区
の
特
徴
に
合
っ
た
形
で
、

数
年
か
け
て
改
善
し
て
い
け
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
に
も
高
齢
者
に
も

「
こ
こ
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
、ふ
る
さ
と
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大淵まちづくり
協議会会長

石川　計
かず

臣
おみ

さん



4広報ふじ 2014年 8月 5日号

◆
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設

　

こ
れ
ま
で
市
は
、
市
勢
規
模
の
拡
大
や
住

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
学
校
、
福

祉
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
な
ど
、
多
種
多

様
な
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
は
、
公

営
企
業
が
保
有
す
る
上
下
水
道
施
設
、
病
院

を
除
き
、
総
延
べ
床
面
積
が
約
77
万
平
方
メ

ー
ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
公
共
施
設
は
、
か
つ
て
は
市
の

豊
か
さ
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
が
今
、
ふ
く
ら
み
続
け
た
風

船
の
よ
う
に
、
市
の
財
政
に
影
響
を
与
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

◆
施
設
の
更
新
費
用
に
毎
年
約
46
億
円

　

市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の
う
ち
、
別
途

計
画
が
あ
る
市
営
住
宅
、
プ
ラ
ン
ト
施
設
な

ど
を
除
く
2
5
2
施
設
、
59
万
5
0
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
昨
年
度
ま
で
に
現

状
分
析
を
行
い
、「
富
士
市
公
共
建
築
物
保

全
計
画
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

過
去
4
年
間
に
お
け
る
施
設
管
理
費
は
、

減
価
償
却
費
を
含
め
て
年
間
で
平
均
約
60
億

円
で
す
。
ま
た
、
施
設
の
建
て
か
え
や
更
新

に
必
要
な
費
用
と
し
て
、
年
間
で
平
均
約

30
億
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
公
共
施
設
の
約
45
％
が
築
30
年
以

上
経
過
し
て
い
る
た
め
、
建
て
か
え
や
更
新

に
か
か
る
費
用
は
ま
す
ま
す
ふ
え
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
公
共
建
築
物
寿
命
を
65
年
と
想

定
し
て
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
今
後
、
年
間
で

約
46
億
円
、
現
在
の
約
1
・
5
倍
の
経
費
が

か
か
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

※
プ
ラ
ン
ト
施
設
…
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

　

ー
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
き
き
ょ
う
、
中

　

野
台
下
水
処
理
施
設

◆
今
後
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
財
政

　
状
況

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会
福
祉
関
係
経
費

の
増
加
や
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
税
収
の

減
少
な
ど
、
財
政
状
況
は
年
々
厳
し
く
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
全
て
の
公
共
施
設
を
現
状
規

模
で
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
非
常
に
困
難

な
状
況
で
す
。

◆
将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に

　

子
や
孫
の
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め

に
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
改
め
て
考
え
直

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
今

後
、
市
は
、
次
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

①
建
築
物
総
量
及
び
施
設
配
置
の
適
正
化

　

建
築
物
の
劣
化
度
、
施
設
の
利
用
状
況
な

ど
を
も
と
に
、
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
施
設
が
必
要
な

場
合
に
は
、
既
存
施
設
の
活
用
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

②
計
画
的
な
保
全
に
よ
る
長
寿
命
化
の
推
進

　

利
用
度
の
高
い
施
設
や
防
災
上
重
要
な
施

設
は
、
長
寿
命
化
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

施
設
管
理
や
点
検
の
方
法
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
整
備
し
、
施
設
管
理
の
質
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

ど
う
す
る
？

ど
う
な
る
？

私
の
ま
ち
の
公
共
施
設

　
東
京
ド
ー
ム
約
13
個
分
…
。
一
体
何
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

か
？
実
は
こ
れ
、「
富
士
市
公
共
建
築
物
保
全
計
画
」
で
対
象
に

し
て
い
る
公
共
施
設
の
総
床
面
積
で
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
公
共
施
設
を
、
今
後
、
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

富
士
市
公
共
建
築
物
保
全
計
画

〜
公
共
施
設
の
現
状
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
向
け
て
〜

公共施設の維持にはどのくらいの費用がかかっているの？

公共施設はどのくらい老朽化しているの？

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
（単位：100万円）

修繕費 減価償却費 その他経費
委託費 人件費 光熱水費

平成24年度平成23年度平成22年度平成21年度

6,1426,2646,3016,079

建築後
30年以上
75.2％

建築後
30年以上
45.5％ 建築後

15～30年
39.0％

建築後
15年未満
15.4％

建築後
15年未満
15.4％

建築後
15年未満
4.6％

平成34年度平成24年度

10
年
後

建築後
15～30年
20.2％

建築後
15～30年
20.2％

※
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「
新
し
く
つ
く
る
」
か
ら
「
賢
く
使
う
」
へ
　

　

高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は
、
全
国
共
通
の
課
題
で
あ

り
、
こ
の
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
公
共
施
設
は
必

要
性
が
あ
っ
て
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
公
共
施
設
を
単
な
る
「
ハ
コ
モ
ノ
」
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
施
設
の
機

能
に
着
目
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
施
設
が
老
朽
化
し
た
場
合
、
新
し
く
つ
く

ら
な
く
て
も
、
機
能
を
集
約
す
る
な
ど
、
ほ
か

の
施
設
を
賢
く
使
う
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
維
持
し
な
が
ら
、
施
設
の
総
量
を
縮
減

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

総務部長

藁
わら

科
しな

　靖
やすし

問
い
合
わ
せ
　
行
政
経
営
課
　
☎（
55
）2
7
1
9
　
5（
53
）6
6
6
9

Eso-gyousei@
div.city.fuji.shizuoka.jp

平成22年度 平成52年度 増減
総人口 25万4,027人 21万1,902人 16.6％減少
年少人口（0～14歳）  3 万7,169人  2 万3,477人 36.8％減少
生産年齢人口（15～64歳） 16万1,407人 11万2,993人 30.0％減少
老年人口（65歳～）  5 万5,451人  7 万5,432人 36.0％増加

富士市の人口はどのように推移すると見込まれるの？

公共施設はいつ、どのくらい建設されたの？

0
5,000
1万

1万5,000
2万

2万5,000
3万

3万5,000
4万

4万5,000
5万

5万5,000
6万

0

10万

20万

30万

40万

50万

60万
延床面積の累計（平方メートル）その他

消防施設

まちづくり施設

中学校

小学校

幼稚園

保育園

子育て支援施設

延
べ
床
面
積
の
累
計
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

延
べ
床
面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

富士市役所ほか

富士市文化会館ほか

昭和46～49年の第
二次ベビーブームに
よる小・中学校整備
の需要拡大が影響？

昭
和
29
年
度

　
　33
　
　35
　
　36
　
　37
　
　38
　
　39
　
　40
　
　41
　
　42
　
　43
　
　44
　
　45
　
　46
　
　47
　
　48
　
　49
　
　50
　
　51
　
　52
　
　53
　
　54
　
　55
　
　56
　
　57
　
　58
　
　59
　
　60
　
　61
　
　62
　
　63

平
成
元
年
度

　
　2
　
　3
　
　4
　
　5
　
　6
　
　7
　
　8
　
　9
　
　10
　
　11
　
　12
　
　13
　
　14
　
　15
　
　16
　
　17
　
　18
　
　19
　
　20
　
　21
　
　22
　
　23
　
　24

☆
「
富
士
市
公
共
建
築
物
保
全

　

計
画
」
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

　

ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま

　

た
、
図
書
館
・
ま
ち
づ
く
り

　

セ
ン
タ
ー
で
も
ご
ら
ん
に
な

　

れ
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

こ
の
問
題
を
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
た

め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
定
め
る

「
富
士
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基

本
方
針
」の
策
定
に
当
た
り
、パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
施
に
つ
い
て
は
、今
後
、

広
報
ふ
じ
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で

ご
案
内
し
て
い
き
ま
す
。

出典：国立社会保障・人口問題研究所
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制
度
の
目
的

　

市
で
策
定
し
た
「
富
士
市
都
市
活
力
再

生
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
い
て
、
人
口
減
少

が
著
し
い
世
代
の
、
市
外
か
ら
の
転
入
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

制
度
の
概
要

富士市で暮らしたい市外の皆さん向けに

内
　
容

助
成
金
額

住
宅
取
得
（
新
築
・
購
入
）

　
居
住
用
部
分
の
面
積
が
50
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
、
取
得
価
格
5
0
0
万
円
以
上

70
万
円

市
内
業
者
で
の
新
築
施
工

　
市
内
業
者
（
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を

有
す
る
工
務
店
や
大
工
な
ど
の
事
業
者
）

が
新
築
し
た
対
象
住
宅
を
取
得
し
た
場
合

＋
30
万
円

二
世
帯
住
宅
と
し
て
新
規
取
得

　
各
世
帯
が
台
所
、
ト
イ
レ
、
浴
室
を
備

え
て
い
る

＋
20
万
円

小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
1
人
に
つ
き

＋
10
万
円

　　　市民は助成対象になりません。
　　しかし、皆さんの息子さんや娘さん
　の世帯が、市外に居住していて、親元に
　同居・隣居・近居すると対象になります。

 （
3
人
ま
で
）

富士市若者世帯定住支援奨励金
交付制度 が始まります

【
受
付
日
】

　
9
月
9
日（
火
）〜

【
受
付
場
所
】

　
市
役
所
5
階　

住
宅
政
策
課

【
対
象
者
】

　

市
外
か
ら
転
入
す
る
若
者
夫
婦
世
帯
で
、
市
外
に
1
年
以
上

居
住
し
て
い
て
、
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
満
40
歳
未
満
（
申
請
時

点
）
の
世
帯

【
対
象
住
宅
】

　

玄
関
、
居
室
、
台
所
、
ト
イ
レ
及
び
浴
室
な
ど
を
備
え
、
み

ず
か
ら
居
住
す
る
住
居　

な
ど

【
助
成
金
額
】
左
記
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

基本額加　算　額
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住
宅
政
策
課
　
☎（
55
）2
8
1
7
　
5（
57
）2
8
2
8

　
　
　
　

　
　

Eto-juutaku@
div.city.fuji.shizuoka.jp

Q 制
度
の
疑
問

A
&

　
　
　

富
士
市
に
何
年
以
上
住
む
必

　
　
　

要
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　

住
宅
取
得
後
、
10
年
以
上
居

　
　
　

住
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

10
年
に
満
た
な
い
場
合
は
基
準
に
基

づ
い
て
、
助
成
金
の
返
還
を
求
め
ま

す
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
住
宅
が
対
象
に

　
　
　

な
り
ま
す
か
？

　
　
　

取
得
価
格
が
5
0
0
万
円
以

　
　
　

上
の
新
築
住
宅
・
建
売
住
宅
・

中
古
住
宅
・
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

ア
パ
ー
ト
を
新
築
し
、
そ
の

　
　
　

1
室
に
居
住
す
る
場
合
は
対

象
に
な
り
ま
す
か
？

　
　
　

ア
パ
ー
ト
を
新
築
し
た
だ
け

　
　
　

で
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
が

そ
の
1
室
を
居
宅
に
す
る
場
合
は
対

象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
店
舗
兼
用

住
宅
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

住
宅
取
得
後
に
転

　
　
　

入
し
、
婚
姻
す
る
予

定
で
す
が
、
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

　
　
　

申
請
時
に
婚
姻
し
て
い
る
こ

　
　
　

と
が
条
件
に
な
り
ま
す
の
で

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

市
外
か
ら
子
ど
も
夫
婦
が
転

　
　
　

入
し
、
増
改
築
し
ま
す
が
、

対
象
に
な
り
ま
す
か
？

　
　
　

転
入
し
て
く
る
子
ど
も
夫
婦

　
　
　

が
施
主
に
な
り
、
増
改
築
部

分
の
床
面
積
が
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
、
か
つ
、
そ
の
費
用
が
5
0
0
万

円
以
上
で
あ
れ
ば
、
増
改
築
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

　　
　
　

親
と
共
有
の
場
合
は
対
象
に

　
　
　

な
り
ま
す
か
？

　
　
　

若
者
夫
婦
世
帯
の
持
ち
分
が

　
　
　

2
分
の
1
以
上
で
、
か
つ
、

5
0
0
万
円
以
上
負
担
し
て
い
れ
ば

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
「
近
居
」は
子
育
て
な
ど
に
便
利

　

近
居
で
あ
れ
ば
、
子
世
帯
は
、
親
世
帯

に
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
子

世
帯
が
親
世
帯
を
支
援
す
る
こ
と
も
で
き

る
な
ど
、
子
世
帯
と
親
世
帯
が
お
互
い
に

助
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

近
居
の
ス
ス
メ

　　
「
住
宅
に
住
む
」か
ら「
地
域
に
住

　

む
」へ

　

こ
れ
ま
で
の
住
宅
政
策
で
は
、
一
世
帯

一
住
戸
の
確
保
と
、
住
宅
の
大
き
さ
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
親
子
世
帯
や

複
数
の
世
帯
が
一
定
の
エ
リ
ア
で
ど
の
よ

う
に
住
む
か
、
つ
ま
り
、「
地
域
に
住
む
」

と
い
う
視
点
で
政
策
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
「
近
居
」
と
い
う
住
み
方

　

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、「
家
族
と
の

理
想
の
住
み
方
は
、親
子
と
祖
父
母
の『
近

居
』」と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
で
は
、
昔
か
ら
「
ス
ー
プ
が
冷
め
な
い

距
離
」
が
理
想
の
住
居
形
態
と
言
わ
れ
、

日
本
で
言
え
ば
、「
み
そ
汁
が
冷
め
な
い
距

離
」
が
こ
れ
か
ら
の
主
流
に
な
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
の
住
み
方
の
一
つ

と
し
て
、「
近
居
」を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

QQＡＡQQＡＡQQＡＡ

QQＡＡQQＡＡQQＡＡ

子世帯

親世帯
経済的な支援、家
事・子育ての支援

支援、見守り

、
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あ
な
た
の
地
域
で
起
こ
り
得
る
災
害
は
？
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

情
報
収
集
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で　

　

災
害
が
発
生
す
る

前
か
ら
情
報
を
収
集

す
る
体
制
を
整
え
て

お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

特
に
、
大
雨
に
よ

る
災
害
で
は
、
雨
音

で
、
同
報
無
線
放
送

が
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ

ビ
の
デ
ー
タ
放
送
や
、
同
報
無
線
放
送
の
メ

ー
ル
サ
ー
ビ
ス
、
同
報
無
線
を
受
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
防
災
ラ
ジ
オ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
段
を
活
用
し
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示

と
い
っ
た
、
避
難
に
関
す
る
情
報
を
聞
き
逃

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

↓
防
災
マ
ッ
プ
10
ペ
ー
ジ
を
確
認

非
常
用
備
蓄
品
は
7
日
分

　

非
常
食
な
ど
は
、

7
日
分
用
意
し
ま

し
ょ
う
。以
前
は
、

最
低
3
日
分
用
意
す
る
よ
う

に
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
在
は
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
よ
う
な
広
域
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
外
部
か
ら
の
支
援
が
お
く
れ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
7
日
分
の
備

蓄
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
水
や

食
糧
だ
け
で
は
な
く
、薬
や
日
常
品
な
ど
も
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
（
食
料
品
な
ど
を

ま
ず
は「
災
害
」を
知
り
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

　
同
じ
市
内
で
も
、
想
定
さ
れ
る
災
害
や
そ
の
被
害
は
、
地
域
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
自
分
の
住
む
地
域
の
災
害
の
危
険
性
を
、
正
し
く
理
解

し
、
起
こ
り
得
る
災
害
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
く
こ
と
で
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
防
災
対
策
が
で
き
ま
す
。

地
震
災
害

　

静
岡
県
第
4
次
地

震
被
害
想
定
に
よ
る

と
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

市
内
全
域
に
わ
た
り
、
震
度

6
弱
〜
6
強
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
、
東

日
本
大
震
災
の
よ
う
に
強
弱
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
最
大
3
〜
4
分
間
揺
れ
が

続
く
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
立
っ
て

い
ら
れ
な
い
よ
う
な
揺
れ
に
備
え
て
、

家
屋
の
耐
震
補
強
や
、
家
具
の
固
定
、

ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
な
ど
、
家
庭
内
の

対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
静
岡
県
中
西
部
沿
岸
地
域
で

は
、
さ
ら
に
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ

て
お
り
、
外
部

か
ら
の
富
士
市

へ
の
支
援
は
お

く
れ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

↓
防
災
マ
ッ
プ
1

　
・
2
ペ
ー
ジ
を

　

確
認

液
状
化　

　　

地
震
の
揺

れ
で
、
地
下

の
水
と
砂
の

粒
子
が
バ
ラ

バ
ラ
の
不
安

定
な
状
態
に
な
り
、
比
重
の
軽
い
水
が

地
表
面
に
し
み
出
し
た
り
、
噴
き
出
し

た
り
す
る
現
象
で
す
。
液
状
化
が
発
生

す
る
と
、
マ
ン
ホ
ー
ル
が
浮
き
上
が
っ

た
り
、
地
盤
が
沈
下
し
、
建
物
が
傾
い

た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

液
状
化
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る

地
域
は
、
市
内
で
は
、
東
部
に
広
く
分

布
し
ま
す
が
、
埋
立
地
や
造
成
地
で
も

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　
↓
防
災
マ
ッ
プ
5
ペ
ー
ジ
を
確
認

〈拡大図〉 砂 水

噴き出し
た水

津
波
災
害

　

静
岡
県
第
4
次

地
震
被
害
想
定
に

よ
る
と
、
市
内
の

海
岸
に
到
達
す
る
津
波
の
高
さ
は
、
最

大
6
メ
ー
ト
ル
、
到
達
時
間
は
、
1
メ

ー
ト
ル
の
津
波
で
3
分
、
死
者
は
最
大

で
90
人
に
上
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
津
波
に
よ
る
死
者
数
を
0

に
す
る
た
め
、
津
波
避
難
行
動
計
画
と

津
波
避
難
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

◎
津
波
避
難
行
動
計
画

　

津
波
か
ら
の
避
難
の
基
本
的
な
考
え

方
を
示
し
て
い
ま
す
。

◎
津
波
避
難
マ
ッ
プ

　

避
難
の
目
標

地
点
や
経
路
を

書
き
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

津
波
の
浸
水
が

カップ麺
カップ麺
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防
災
危
機
管
理
課
　
☎（
55
）2
7
1
5  

5（
51
）2
0
4
0

　
　
　
　
　
　

 
Ebousai@

div.city.fuji.shizuoka.jp

富
士
山
噴
火

　

富
士
山
は
、
1 

7

0 

7
年
に
、
宝
永
火

口
か
ら
噴
火
し
た
後
、

現
在
ま
で
静
か
な
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
下
深
く
で
は
、
今
で
も

マ
グ
マ
が
活
動
し
て
い
る
活
火
山
で
す

噴
火
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
影
響
範

囲
（
溶
岩
流
、
火
砕
流
、
噴
石
、
降
灰

な
ど
）
と
、
噴
火
警
報
や
噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
な
ど
の
情
報
の
意
味
を
理
解
し
、

避
難
す
べ
き
段
階
を
あ
ら
か
じ
め
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

↓
防
災
マ
ッ
プ
12
・
13
ペ
ー
ジ
を
確
認

土
砂
災
害

　

土
砂
災
害
と
は
、

崖
崩
れ
、
土
石
流
、

地
す
べ
り
の
こ
と
を

言
い
、
勾
配
の
急
な
山
や
崖
、

渓
流
の
あ
る
地
域
に
発
生
し
ま
す
。
土

砂
災
害
の
ほ
と
ん
ど
は
、
雨
や
地
震
に

起
因
し
て
突
然
発
生
し
ま
す
。
雨
に
起

因
す
る
も
の
は
、
事
前
に
情
報
収
集
す

れ
ば
、
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
気

象
情
報
の
収
集
を
行
い
、
身
の
危
険
を

感
じ
た
ら
、
早
目
の
避
難
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。　

　
　
↓
防
災
マ
ッ
プ
11
ペ
ー
ジ
を
確
認

洪
水
災
害

　

近
年
、
全
国
的
に
集
中
豪
雨
が
増
加

し
、
短
時
間
で
河
川
が
増
水
し
て
被
害

が
発
生
す
る
事
例
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
富
士
川
、
潤
井
川
、
沼
川
・

小
潤
井
川
・
和
田
川
・
滝
川
・
赤
淵
川

 

・
江
尾
江
川
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
し
た
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
も
ご
ら
ん
に
な
れ
ま
す
。

↓
防
災
マ
ッ
プ
7
・
8
ペ
ー

　
ジ
を
確
認

※
対
象
地
区
に

　

配
布
さ
れ
て

　

い
る
下
の
ハ

　

ザ
ー
ド
マ
ッ

　

プ
も
あ
わ
せ

　

て
ご
ら
ん
く

　

だ
さ
い
。

予
想
さ
れ
る
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
は

事
前
に
、
避
難
目
標
地
点
や
避
難
経
路

を
決
め
て
お
き
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
、

迅
速
か
つ
的
確
に
避
難
で
き
る
よ
う
、

自
分
だ
け
の
避
難
マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

↓
防
災
マ
ッ
プ
3
・
4
ペ
ー
ジ
を
確
認

防災マップで
確認しましょう

　防災マップを４年ぶりに更新し、4月に全
戸配布しました。災害から身を守るためには、
まず、自分の住む地域の災害の地域性を知り、
具体的にイメージすることが重要です。災害
危険箇所を確認するだけではなく、各家庭や
地域において、災害に備えるための話し合い
の資料としてご活用ください。

消
費
し
な
が
ら
備
蓄
し
て
い
く
方
法
）
を
用

い
て
、
準
備
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　  

　
　
　
　
↓
防
災
マ
ッ
プ
25
ペ
ー
ジ
を
確
認

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

毎
年
、
9
月
1
日
に
、
国
・
県
・
市
が
一

体
と
な
っ
て
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
自
主
防
災
組
織
で
も
、
9
月

1
日
を
中
心
に
、
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
じB

ousai

２
０
１
４

　

こ
と
し
初
開
催
す
る
防
災
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
が
、
防

災
に
つ
い
て
、
学
ぶ
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
。
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
／
11
月
16
日（
日
）

会
場
／
ふ
じ
さ
ん
め
っ
せ

内
容
／
地
震
体
験
車
、
応
急
救
護
、
初
期
消

　

火
、
自
衛
隊
に
よ
る
炊
き
出
し
な
ど
の
体

　

験
メ
ニ
ュ
ー
、
防

　

災
講
演
会
や
関
係

　

機
関
に
よ
る
展
示
、

　

消
防
士
や
自
衛
隊

　

な
ど
の
制
服
を
着

　

て
写
真
が
撮
れ
る

　

な
り
き
り
キ
ッ
ズ

　

コ
ー
ナ
ー
な
ど

ぼ   

う   

さ   

い

。

、
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災
害
時
は
近
隣
で
の
助
け
合
い
が
必
要

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
避
難
活
動
や
避

難
生
活
に
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
な
人
は
、
逃
げ
お

く
れ
や
避
難
生
活
の
ス
ト
レ
ス
で
深
刻
な
被
害
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
を
防
ぐ
上
で
、
迅
速
な
避
難
誘
導
や
安
否
確

認
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
近
隣
の
人

た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

支
援
が
必
要
な
人
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

　

支
援
が
必
要
な
人
を
助
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
人

た
ち
が
、
地
域
の
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て

い
る
の
か
を
、
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、地
域
の
支
援
者
（
町
内
会
（
区
）、

自
主
防
災
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
班
長
・
組
長

な
ど
隣
近
所
）
で
情
報
を
共
有
し
て
お
き
、
ふ
だ
ん

か
ら
気
軽
に
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
、
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
災
害
・
緊
急
支
援
情
報
キ
ッ
ト
」
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　
「
災
害
・
緊
急
支
援
情
報
キ
ッ
ト
（
災
害
支
援
キ
ッ

ト
）」
は
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
、
救
急
隊
員
な
ど

救
援
に
来
た
人
が
、
冷
蔵
庫
か
ら
災
害
支
援
キ
ッ
ト

を
取
り
出
し
、
必
要
な
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

支
援
が
必
要
な
人
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
災
害
支
援
キ
ッ
ト
を
申
請

し
た
人
は
、
町
内
会
（
区
）
で
管
理
し
て
い
る
名
簿

に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
支
援
が
必
要
な
人
を
地
域
で

情
報
共
有
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
町
内
会
（
区
）
の
協
力
を
得
て
、
実
施
し
て

い
ま
す
。

● 

情
報
カ
ー
ド
の
内
容
は
、
随
時
更
新
を
！

　

情
報
が
古
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
支
援

キ
ッ
ト
に
入
れ
て
あ
る
「
災
害
・
緊
急
支
援
情
報
カ

ー
ド
」
の
内
容
を
確
認
し
、
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た

ら
、
随
時
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
し
い
カ

ー
ド
が
必
要
な
人
は
、
市
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

● 

転
居
し
た
場
合
は
申
し
出
を
！

　

転
居
を
し
た
場
合
は
、転
居
先
の
町
内
会（
区
）に
、

災
害
支
援
キ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、

災
害
支
援
キ
ッ
ト
申
請
者
名
簿
に
加
え
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

既
に
災
害
支
援
キ
ッ
ト
の
申
請
を
し
た
人
へ

　

「
広
報
ふ
じ
８
月
20
号
」
と
合
わ
せ
て
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
申
請
書
を
町
内
会
（
区
）
で
回
覧
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
申
請
書
に
住
所
、
電
話
番
号
、
氏

名
、
生
ま
れ
た
年
、
性
別
、
ど
の
よ
う
な
助
け
が
必

要
か
を
記
入
し
、
自
分
の
町
内
会
（
区
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
人
に
は
、
後
日
、
町
内
会

（
区
）
か
ら
、災
害
支
援
キ
ッ
ト
が
配
付
さ
れ
ま
す
。

※
認
知
症
や
体
力
的
に
衰
え
の
あ
る
高
齢
者
、
何
ら

　

か
の
障
害
が
あ
る
人
、
難
病
な
ど
を
抱
え
て
い
る

　

人
が
対
象
で
す
が
、
災
害
時
の
避
難
活
動
に
不
安

　

が
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

ま
だ
災
害
支
援
キ
ッ
ト
を
申
請
し
て
い
な

い
人
へ

災害・緊急支援情報キットをご利用ください
̶ 災害時に支援が必要な皆さんへ ̶

問い合わせ　福祉総務課　☎ 55-2840　5 52-2290
    　　　　　　　　　　　E fu-fukushisoumu@div.city.fuji.shizuoka.jp

災
害
・
緊
急
支
援
情
報

キ
ッ
ト
が
届
い
た
ら
…

保
管
容
器
は
、
冷
蔵
庫

に
入
れ
ま
す
。目

印
と
し
て
、
冷

蔵
庫
と
玄
関
の
内

側
に
シ
ー
ル
を
貼

り
ま
す
。

災
害
・
緊
急
支
援
情
報
カ
ー 

ド
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

保
管
容
器
に
入
れ
ま
す
。

※
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
ら
、

　

随
時
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

●❶

●❷

▲冷蔵庫・玄
　関用シール

▲災害・緊急支援
　情報カード

▲保管容器

●❸



帰宅

軽 傷 者 中等傷者 重 傷 者

医療救護所 

トリアージ・応急手当を実施

救護病院

市立中央病院

災害拠点病院

災害時の医療の流れ 
災害発生

家庭や自主防災会
などの地域で対応

11 広報ふじ 2014年 8月 5日号

医
療
救
護
所
の
開
設
と

　
　
　
　
　
負
傷
者
の
搬
送

大
規
模
な
災
害
が
起
こ
り
、
多
数
の
負
傷

者
が
出
た
場
合
、
市
は
、
一
人
で
も
多
く
の

命
を
救
う
た
め
、
富
士
市
医
師
会
・
歯
科
医

師
会
・
薬
剤
師
会
及
び
医
療
救
護
所
登
録
看

護
師
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ト
リ
ア
ー
ジ
（
※
）
や
応
急
手
当
を
中
心
と

し
た
医
療
救
護
活
動
を
行
う
医
療
救
護
所
を

開
設
し
ま
す
。

開
設
予
定
場
所
は
16
か
所（
下
表
）で
す
。

災
害
の
状
況
に
よ
り
、
全
て
が
開
設
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、開
設
さ
れ
て
い
れ
ば
、

ど
の
医
療
救
護
所
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
24

時
間
体
制
で
運
営
し
、
開
設
期
間
は
発
災
か

ら
お
お
む
ね
4
日
間
程
度
で
す
。

な
お
、
救
急
車
は
重
傷
者
を
医
療
救
護
所

か
ら
救
護
病
院
に
搬
送
す
る
役
割
を
担
う
こ

と
か
ら
、
災
害
現
場
に
は
出
動
で
き
な
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
負
傷
者

は
、
自
主
防
災
会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
の
力

で
医
療
救
護
所
ま
で
搬
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

9
月
9
日
の
「
救
急
の
日
」
を
含
む
9
月
は
、「
地
域
医
療
を
考
え
る
月
間
」
で

す
。
皆
さ
ん
も
、
救
急
医
療
や
災
害
医
療
な
ど
、
医
療
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
け
が
を
し
な
い
よ
う
、
ま
た
、
家
庭
や
地
域
で
初
歩
的
な
応
急
手
当

が
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ　保健医療課　
155-2739　553-5586

ご
存
じ
で
す
か
？

災
害
時
の
医
療
の
流
れ

9月は地域医療を
考える月間

※
ト
リ
ア
ー
ジ

多
数
の
傷
病
者
を
緊
急
度
や
重
症
度
に
応
じ
て
分

類
し
、
治
療
や
搬
送
の
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
。

「
ト
リ
ア
ー
ジ
・
タ
ッ
グ
」
と
い
う
識
別
票
で
緑
・

黄
・
赤
・
黒
の　

つ
に
色
分
け
し
ま
す
。

医療救護所の開設予定場所
①吉原第一中学校 ②吉原第二中学校
③岳陽中学校 ④吉原北中学校
⑤元吉原中学校 ⑥須津中学校
⑦富士市立高校 ⑧吉原第三中学校
⑨大淵中学校 ⑩富士中学校
⑪富士南中学校 ⑫田子浦中学校
⑬岩松中学校 ⑭鷹岡中学校
⑮富士川まちづくり
センター（旧ふじ
かわ保健センター）

⑯松野まちづくりセ
ンター

※秋以降は富士川第
二中学校の予定。

平
常
時
の
備
え
が
大
切

大
災
害
の
発
災
直
後
は
、
ま
ず
人
命
救
助

・
救
急
救
命
が
中
心
の
医
療
体
制
に
な
り
、

身
近
な
医
療
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
各
家
庭
で
は
、
通
常
の
防
災
対

策
に
加
え
、
発
災
時
に
で
き
る
だ
け
け
が
や

病
気
を
し
な
い
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
左
記
の

よ
う
な
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

□
家
具
類
の
転
倒
を
防
ぐ
た
め
に
固
定
す
る

□
高
い
場
所
に
物
を
置
か
な
い

□
ガ
ラ
ス
の
飛
散
に
備
え
、
室
内
で
も
靴
な

ど
の
履
物
を
準
備
す
る

□
一
般
家
庭
薬
や
常
時
服
用
し
て
い
る
薬
の

備
蓄
に
努
め
る

□
家
庭
や
地
域
で
簡
単
な
治
療
や
傷
病
の
重

症
度
・
緊
急
度
の
判
断
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く

応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
看

護
師
、
准
看
護
師
な
ど
の
資
格
を
有

す
る
人

申
し
込
み
／
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

「
医
療
救
護
所
看
護
師
等
登
録
票
」

（
保
健
医
療
課
で
配
布
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
保
健
医
療
課
へ

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

医
療
救
護
所
の

登
録
看
護
師
等
募
集

自主防災会などで搬送

救急箱

4
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こ
の
日
章
旗
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
見
つ
け
た
の
は
、
そ
こ
に
在
住
す

る
日
本
人
女
性
で
す
。
元
米
兵
だ
っ
た
と

い
う
義
理
の
祖
父
の
遺
品
を
整
理
し
て
い

た
と
き
に
、
寄
せ
書
き
さ
れ
た
日
章
旗
3

枚
を
見
つ
け
ま
し
た
。
女
性
は
「
遺
族
に

返
還
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
知
人
で

あ
る
日
蓮
宗
日に

っ
ぽ
ん
ざ
ん
み
ょ
う
ほ
う
じ

本
山
妙
法
寺
（
東
京
都
）

の
住
職
に
託
し
ま
し
た
。
住
職
が
そ
の
中

の
1
枚
に
、
「
富
士
郡
大
渕
村
役
場
」
の

文
字
を
見
つ
け
、
日
章
旗
は
、
富
士
市
に

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
調
べ
に
よ
り
、
1
枚
は
福
島

県
南
会あ

い

津づ

郡
下し

も

郷ご
う

町ま
ち

に
住
む
家
族
に
送
ら

　

寄
せ
書
き
さ
れ
た
日
章
旗
は
、
召
集
令

状
が
届
き
、
戦
地
に
赴
く
兵
士
を
見
送
る

際
に
、
個
人
や
集
団
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

出
征
式
に
合
わ
せ
、
家
族
や
近
所
の
人
が

集
ま
り
、
戦
争
の
勝
利
だ
け
で
は
な
く
、

戦
地
へ
赴
く
兵
士
の
健
康
や
無
事
へ
の
願

い
を
込
め
て
、
「
祈
健
康
」
や
「
武
運
長

久き
ゅ
う」
な
ど
、
多
く
の
言
葉
が
書
き
込
ま
れ

ま
し
た
。

※
「
武
運
長
久
」
…
出
征
し
た
兵
士
が
い

　

つ
ま
で
も
無
事
で
あ
る
こ
と
。

　

終
戦
か
ら
69
年
が
経
過
し
た
今
、

戦
争
体
験
者
は
年
々
減
り
、
人
々

の
戦
争
の
記
憶
も
薄
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
勝
亦
百ゆ

合り

子こ

さ
ん
（
中
野
）
宅
に
、
太
平
洋
戦

争
に
出
征
し
、
無
事
帰
還
し
た
夫

の
故
・
藤と
う

作さ
く

さ
ん
の
名
が
記
さ
れ

た
日
章
旗
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
日
章
旗
返
還
の

経
緯
と
と
も
に
、
戦
時
中
や
戦
後

の
暮
ら
し
な
ど
を
、
百
合
子
さ
ん

に
伺
い
ま
し
た
。

返
還
さ
れ
た
日
章
旗

多
く
の
思
い
と
祈
り
を
込
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
章
旗

「武運長久」

「祈健康」と「勝亦藤作君」

「
富
士
郡
大
渕
村
役
場
」

戻ってきた日章旗と、日章旗の持ち主の藤作さんの妻百合子さん［右］とその長男の妻里
さと

子
こ

さん

ぶ 

う
ん
ち
ょ
う

※

れ
、
「
大
渕
村
」
の
記
載
の
あ
っ
た
1
枚

が
、
こ
と
し
4
月
、
勝
亦
さ
ん
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
も
う
1
枚
は
、
未
だ
に
持
ち

主
が
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

↑

↑

↑

戻
っ
て
き
た
日
章
旗

特
集
　
戦
争
と
平
和



　

歴
史
民
俗
資

料
館
の
2
階
に

は
、
「
戦
争
と

く
ら
し
」
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、

常
時
、
戦
争
に

関
す
る
展
示
を

し
て
い
ま
す
。
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歴史民俗資料館

富士駅

吉原駅
新富士

駅
国道
1号

至沼津

青葉通り

弥生通り

旧国道1号

吉原中央駅

JR東海道線 JR新幹
線

東名高速道路

広見団地入り口

国道139号

至富士宮

市役所

富士I.C.

西
富
士
道
路

大
淵
街
道

市立博物館市立博物館

広見公園広見公園

「
戦
争
と
く
ら
し
」
コ
ー
ナ
ー
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

歴
史
民
俗
資
料
館
（
市
立
博
物
館
別
館
）

問
い
合
わ
せ
／
市
立
博
物
館

　
　
　
　
　
　
☎（
21
）3
3
8
0

◆
「
戦
争
と
く
ら
し
」
コ
ー
ナ
ー

　

戦
争
関
係
の
資
料
を
展
示
し
、
当
時
の
暮

ら
し
や
、
戦
争
が
人
々
に
も
た
ら
し
た
影
響

な
ど
を
年
表
や
実
物
資
料
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

【
展
示
内
容
】

・
戦
争
と
人
々
の
暮
ら
し

・
戦
争
と
子
ど
も
た
ち

・
「
平
和
の
た
め
の
富
士
戦
争
展
」
の
会
に

　
よ
る
展
示
（
現
在
は
、「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
」

　
を
テ
ー
マ
に
、
写
真
や
関
連
資
料
な
ど
を

　
展
示
）
な
ど

　　　　　▶
「戦争とくら
し」コーナー

開
館
時
間
／
9
〜
17
時
（
4
〜
10
月
）

　
　
　
　
　

9
時
〜
16
時
30
分（
11
〜
3
月
）

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
）、

　

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

入
館
料
／
無
料

▼兵士の装備品

　

こ
と
し
4
月
、
市
か
ら
連
絡
を
受
け
た

と
き
、
旗
の
存
在
と
、
旗
が
残
っ
て
い
た

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
実
際
に
手
に
し
て

み
る
と
、
旗
に
は
夫
の
名
前
が
あ
り
、
す

ぐ
に
夫
の
も
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

夫
は
、
昭
和
15
年
に
21
歳
で
出
征
し
、

南
太
平
洋
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
な
ど
で
戦

争
を
経
験
し
ま
し
た
。
こ
の
旗
は
、
そ
の

と
き
に
贈
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

旗
に
は
、
夫
の
無
事
を
願
う
言
葉
が
た
く

さ
ん
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
き

れ
い
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
な
ん
て
…
。

こ
の
旗
を
見
る
と
、
戦
時
中
の
貧
し
い
暮

ら
し
な
ど
を
思
い
出
し
ま
す
。
10
年
前
に

夫
は
亡
く
な
り

ま
し
た
が
、
生

き
て
い
る
間
に

一
目
見
せ
て
あ

げ
た
か
っ
た
で

す
。

　　

私
が
旧
清
水
市
の
尋
常
小
学
校
に
通
っ

て
い
た
昭
和
10
年
ご
ろ
、
兵
士
の
出
征
や

帰
還
の
日
に
は
、
必
ず
見
送
り
や
出
迎
え

を
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
の
兄
が

出
征
し
た
と
き
も
、
無
事
を
祈
っ
て
、
日

章
旗
に
寄
せ
書
き
を
し
て
見
送
り
ま
し
た
。

　

昭
和
19
年
ご
ろ
、
見
舞
い
を
頼
ま
れ
て

行
っ
た
静
岡
市
の
陸
軍
病
院
で
、
戦
地
か

ら
戻
り
、入
院
中
の
夫
に
出
会
い
ま
し
た
。

昭
和
20
年
に
終
戦
を
迎
え
、
す
ぐ
に
結
婚

し
、
現
在
住
ん
で
い
る
中
野
に
嫁
い
で
き

ま
し
た
。
畑
で
米
や
野
菜
を
つ
く
り
、
山

で
タ
ケ
ノ
コ
や
ミ
カ
ン
を
と
る
な
ど
、
自

給
自
足
の
生
活
で
し
た
。

　

夫
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
口
癖
は
、
「
好

き
嫌
い
を
す
る
な
。
も
っ
た
い
な
い
。
兵

士
の
こ
と
を
考
え
ろ
」
で
し
た
。
戦
地
で

は
、
食
糧
調
達
に
苦
労
し
、
1
日
の
食
糧

は
一
握
り
程
度
の
麦
だ
け
だ
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
食
糧
が
な
い
と

き
に
は
、
カ
エ
ル
や
ト
カ
ゲ
、
ヘ
ビ
な
ど

で
食
い
つ
な
い
で
い
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
水
が
貴
重
だ
っ
た
た
め
、
多
く

の
人
は
、
濁
っ
た
雨
水
を
飲
ん
で
い
ま
し

た
。
私
は
そ
れ
が
嫌
で
、
1
日
お
き
に
近

く
の
川
に
湧
き
水
を
く
み
に
行
き
ま
し
た
。

昼
間
は
畑
仕
事
で
忙
し
く
、
夜
お
そ
く
な

っ
て
か
ら
行
っ
て
い
ま
し
た
よ
。当
時
は
、

自
動
車
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

自
分
の
足
だ
け
が
頼
り
で
し
た
。

　

戦
争
は
、
多
く
の
人
の
命
を
奪
い
、
私

た
ち
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。

百
合
子
さ
ん
の
記
憶

亡き夫にかわり日章
旗を受け取った　
勝亦　百合子さん

生
き
て
い
る
間
に
見
せ
た
か
っ
た

戦
争
の
記
憶
と
戦
後
の
暮
ら
し

◀
資
料
館
外
観 ▲展示コーナー内

▼特攻隊員に支給
　された航空被服

▲防空頭巾

戦時中の藤作さん
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月
ご
ろ
か
ら
収
穫
時
期
を
迎
え
、
8
月

　
　

上
旬
〜
9
月
中
旬
に
最
も
甘
く
な
る
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
。
市
内
で
は
、
岩
本
山
や
大
淵
、

今
宮
な
ど
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
産
農
家
の
望
月
和か

ず

宏ひ
ろ

さ
ん
（
岩
本
）
は
、

「
4
年
前
ま
で
お
茶
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た

が
、
茶
畑
の
土
壌
が
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培

に
適
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
挿
し
木
や
接つ

ぎ
木
で
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
1
年
目
は
、

木
を
育
て
、
根
を
張
ら
せ
る
た
め
に
、
実
は

全
て
取
り
除
き
、
2
年
目
に
、
初
め
て
実
を

収
穫
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
土
を
乾
燥
さ
せ
た

り
、
湿
ら
せ
た
り
と
、
水
の
管
理
が
大
変
で

す
。
ま
た
、
根
が
浅
く
、
風
に
弱
い
の
も
特

徴
で
、
台
風
の
と
き
な
ど
は
、
有
効
な
対
処

法
が
な
い
の
で
、
被
害
が
心
配
で
す
」
と
栽

培
の
大
変
さ
を
語
り
ま
す
。

　

「
私
の
農
園
で
は
、
園
内
に
ミ
ツ
バ
チ
を

放
ち
、
多
品
種
の
花
粉
を
交
配
し
て
い
る
の

で
、
甘
く
て
大
き
な
実
が
な
り
ま
す
。
甘
い

実
の
見
分
け
方
は
、
茎
と
実
の
接
続
部
が
赤

く
、
手
で
さ
わ
る
と
簡
単
に
枝
か
ら
と
れ
る

も
の
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
農
園
や
ス
ー
パ
ー
、
か
り
が

ね
産
直
市
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

島
区
の
活
動
団
体
「
鮫さ

め

遊ゆ
う

会
」
が
、
平

　
　

成
24
年
か
ら
約
2
年
か
け
て
整
備
し
た
、

全
長
1
0
0
メ
ー
ト
ル
の
ビ
オ
ト
ー
プ
。
こ

と
し
6
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

会
の
メ
ン
バ
ー
で
区
長
の
佐
野
誠ま

こ
とさ

ん（
鮫

島
）
は
、
「
雑
草
や
ご
み
な
ど
で
荒
れ
て
い

た
こ
の
場
所
を
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
遊
ん
で

い
た
よ
う
な
川
辺
の
動
植
物
が
集
ま
る
場
所

に
し
、昔
の
風
景
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
い
、

着
工
し
ま
し
た
。
背
丈
ほ
ど
も
あ
る
雑
草
を

刈
る
作
業
は
、
沼
地
に
足
を
取
ら
れ
、
一
番

苦
戦
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
橋
や
木
道
づ
く

り
に
着
手
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

「
こ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
、
四
季

を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
場
所

で
す
。
白
糸
の
滝
や
カ
メ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

小
滝
や
築ち

く

島し
ま

な
ど
、
目
で
楽
し
め
る
工
夫
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
川
辺
の
生
き
物
の
生
態

を
考
え
、
石
の
置
き
方
で
川
の
流
れ
も
工
夫

し
て
い
ま
す
」
と
こ
だ
わ
り
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

「
今
後
も
手
を
加
え
、
毎
回
変
化
を
楽
し

め
る
場
に
し
ま
す
。
い
つ
か
ホ
タ
ル
が
自
然

に
住
み
つ
く
と
い
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
身
近
な
自
然
を
楽
し
み
に
、
足

を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

一
粒
が
大
き
く
、
甘
く
て
、
み
ず
み

ず
し
い

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー              

　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　 

季
節
の
草
花
が
咲
き
、
生
き
物
が
集

ま
る
手
づ
く
り
の
鮫
島
区
憩
い
の
場

7鮫

実の大きさや色づきなどを確
認する望月さん

 松室 重
じゅうご

吾ちゃん（川成島）  
H25 . 12 . 8 生

「重吾くん☆もりもり食べて  
 大きくなぁ～れ ! 」

まちかど　 ネットワークまちかど　 ネットワーク

  岩渕 未
み

来
く

ちゃん（中野台）
H25 . 12 . 31 生

「あなたの笑顔に癒やされま
  す ! みく大好き♡」

鮫
島
の

ビ
オ
ト
ー
プ
　
　  

　
　

　
　
　
　
　
　     

★
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
大
募
集
!!

　
あ
な
た
の
子
ど
も
の
写
真
（
顔
全
体

が
写
っ
て
い
る
横
写
真
）と
コ
メ
ン
ト
を

大
募
集
!!
詳
し
く
は
広
報
広
聴
課
ま
で
。

1（
55
）2
7
0
0

　

5（
51
）1
4
5
6

Ekouhou@
div.city.fuji.shizuoka.jp

川底の石磨きや除草作業をす
る「鮫遊会」の皆さん

HAPPY
PHOTO’S

我
が
家
の

　
ア
イ
ド
ル村松 芽

め

依
い

ちゃん [左]・拓
たく

海
み

ちゃん（久沢）
H25 . 7 . 8 生・H23 . 2 . 12 生
「仲よし兄妹 !!まさしく我が
 家のアイドル☆」

イオン
富士南 旭化成

ビオトープ郵
便
局

田
子
の
浦
漁
港

県道341号

田子江川
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お 知 ら せ

自衛隊採用制度説明会

市民課　155-2746
と　き／ 9月 7日a・21日a

ところ／自衛隊富士地域事務所（御
幸町13- 5）
申し込み／ 3日前までに、予約が必
要です。電話で自衛隊富士地域事
務所（151-1719）へ

平成26年度　第 2回・第 3回 
危険物取扱者試験
消防本部予防課　155-2860

とき・ところ／第 2回　11月 2日a　
富士宮市ほか　第 3回　11月 9日
a　沼津市ほか
試験種目／甲種・乙種全類・丙種危
険物取扱者試験
申し込み／ 8月28日～ 9月 8日に、
申込用紙（消防本部予防課で配布）
に必要事項を記入し、直接または
郵送で、〒420-0034　静岡市葵区
常磐町1-4-11　（一財）消防試験
研究センター静岡県支部へ 
 1054-271-7140

高次脳機能障害医療相談

障害福祉課　155-2761
と　き／ 9月 8日b　13:30～16:30
ところ／県富士総合庁舎 1階予診室
・幼児指導室
内　容／専門医などによる医療等総
合相談
対　象／高次脳機能障害により、日
常生活や社会生活に問題を抱えて
いる人及びその家族
定　員／ 4人程度（予約制。応募者
多数の場合は調整します）
費　用／無料
申し込み／ 8月18～29日に、電話で
県富士健康福祉センターへ 
 165-2155

中央公園パークシアター（無料）

りぷす富士（公園事業課）　155-3553
と　き／ 8月23日g　19:00上映開始
※雨天の場合は 8月24日aに順延。
ところ／中央公園富士見の広場（東
側芝生広場）
上映作品／「怪盗グルーのミニオン
危機一発」
持ち物／ビニールシートなどの敷物
申し込み／当日直接会場へ

募 　 集

○納入 期限　 8月31日A
（納入通知書は、 8月中旬に郵送します）
○口座振替日　 8月28日E

8月の水道料金・下水道使用料　お客様センター　155-2846

申し込み／直接、市指定金融機関の窓口へ
持 ち 物／通帳・印鑑（届印）・水栓番号（各
世帯配付の「使用水量等のお知らせ」に記載）

～納入は便利で確実な口座振替で～

※納入は 2か月に 1度です（地区によって納入月が異なります）。

第49回 富士市発明くふう展 作品

産業政策課　155-2906
展示期間／ 9月13日g・14日a　
9:00～17:00
ところ／ロゼシアター 1階展示室
出品物／生活の中のちょっとしたア
イデア品や産業の発展に役立つもの
（作品の実物または発明・意匠など）
申し込み／ 8月29日～ 9月 5日に、
小・中学生は学校ごと、高校生以
上は直接産業政策課へ

街角にバラの花を!! 
～「バラいっぱい運動」植栽地～

みどりの課　155-2793
市が苗木・肥料などの原材料を配
布し、育成に関する実技指導などを
「富士ばら会」が行います（初年度
のみ）。
対　象／公共性があり、初めてバラ
を植栽し、団体で管理する花壇
申し込み／ 9月30日cまでに、直接
みどりの課へ（応募団体多数の場
合、選考）

第 6回　富士山おむすび計画
年代別食育弁当コンテスト
保健医療課食育推進室　155-2884
募集作品／主食が「ごはん」か「おむ
すび」の、身近な食材による栄養
バランスを考慮した弁当
※食べる対象の年代を①幼児（ 1～ 
5歳）②小・中学生、高校生（ 6
～18歳）③青年期（19～29歳）④
壮中年期（30～64歳）⑤高齢期（65
歳以上）から選んで応募してくだ
さい。
応募資格／市内在住・在学・在勤の人
選考方法／書類選考の後、11月29日

gにふじさんめっせ（環境フェア
会場）で人気コンテストを行い、
12月中旬の最終審査でグランプリ
を決定（入賞者には賞品がありま
す）
応募方法／10月10日f（消印有効）
までに、応募用紙（保健医療課・
各地区まちづくりセンターで配布、 
市ウェブサイトでダウンロード可） 
に必要事項を記入し、弁当の写真
（Ｌサイズ）を添付し、直接・郵
送またはＥメールで、〒417-8601　
富士市役所保健医療課へ 
Eho-iryou@div.city.fuji.shizuoka.jp

「富士市の水」 
ペットボトルラベル作品

上下水道総務課　155-2800
富士市水道事業が災害備蓄用に作

成しているペットボトル「富士市の水」
のラベルに使用する絵を募集します。
募集内容／水道について自由に発想
・表現した絵画・ポスター
対　象／市内在学の小・中学生
申し込み／9月30日cの17:00（必着） 
までに、直接または郵送で、〒417 
-0047 青島町191 富士市水道庁舎
5階　上下水道総務課へ（学校を
通じての応募も受け付けています）

※規格など詳しくは、市ウェブサイ
トをごらんください。

中央図書館に広告マットを 
設置しませんか
中央図書館　151-4946

中央図書館本館 1階正面玄関・西
側玄関、分館 1階正面玄関に、広告
入り足ふき用マットを設置する広告
主を募集します。
設置期間／11月1日～平成28年10月
31日の 2年間
募集期間／ 8月 7日の9:00～ 9月 7
日の17:00（必着）
※詳しくは、募集要項（各市立図書
館で配布）または市ウェブサイト
をごらんください。
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募 　 集

「ふじさんっこ応援フェスタ」
を開催

と　き／ 9月 5日f 10:00～16:00
ところ／プラサヴェルデ多目的ホ
ール（沼津市）

内　容／親子体操、工作、育児品に
関する悩み相談、育児用品のフリ
ーマーケット、手づくり雑貨の販
売、ゆるキャラ大集合など
問い合わせ／県健康福祉部こども
未来課 1054-221-3485

※会場で、富士市食育キャラクタ
ー「むすびん」を見つけたら、
「富士市のむすびん」と声をか
けてください。むすびんグッズ
をプレゼントします。

S
エス

- 1
ワン

★チャレンジ 
楽しみながら☆いろんなスポーツを体験

スポーツ振興課　153-6045
と　き／ 9月 4日～10月23日の毎週
木曜日　10:00～11:30　計 8回
対　象／子育て中の人や中高年で運
動が必要な人、スポーツを始めた
い人
内　容／インディアカ、美ボディト
レーニング、ライフル射撃、フッ
トサル、グラウンドゴルフ、少林
寺拳法、ファミリーバドミントン、
テニス
ところ／市立富士体育館、富士総合
運動公園庭球場、富士川緑地
定　員／40人（応募者多数の場合抽
せん）
※託児は10人。
参加費／3,000円（保険料・施設使用
料を含む）
※託児希望者は5,000円。
申し込み／ 8月22日f（必着）まで
に、往復はがきまたはＥメールに
住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、性別、電話番
号、教室名、託児希望者は子ども
の氏

ふり

名
が な

・生年月日・性別を記入し、
〒417-8601　富士市体育協会事務
局へ Esport@fuji-taikyo.jp

第 3回富士市環境エネルギー展・ 
第 8回富士市環境フェア出展者

環境総務課　155-2902
と　き／①環境エネルギー展　11月
28日f　13:00～16:30 
②環境フェア　11月29日g　10:00
～15:30
ところ／ふじさんめっせ
対　象／①新エネ、省エネなどエネ
ルギー問題の改善につながる機器、 
サービスを行っている事業者、団
体、行政機関②環境に優しい商品
の製造・販売、活動や取り組みな
どを行っている事業者、団体
申し込み／9月1日bの17:15までに、 
出展申込書（環境総務課で配布、
市ウェブサイトでダウンロード可） 
に必要事項を記入し、FAXまたは
Ｅメールで、環境総務課へ 
 551-0522

Eka-kankyousoumu@div.city.fuji.shizuoka.jp

市民活動支援補助金の申し込み

市民協働課　155-2701
平成27～29年度に実施する、市民
生活や地域のまちづくりなどの公益
的な活動に対する補助金の申し込み
を受け付けます。
対　象／市内在住・在学・在勤の人
が 5人以上集まり、活動拠点が市
内にある団体
補助金額／対象事業費の 2分の 1以
内で、上限額は50万円
申し込み／ 9月 1～30日の 8: 30 ～
17:00（土・日曜日、祝日は除く）
に、申込書（市民協働課で配布、
市ウェブサイトでダウンロード可） 
に必要事項を記入し、直接市民協
働課へ
※採択に当たり、10月中旬にヒアリ
ングを実施します。

第15回　静岡県市町対抗駅伝競走大会 
富士市代表候補選手選考会出場者

スポーツ振興課　155-2876
と　き／ 9月13日g　受付8:00～
※種目ごとに競技開始時間が異なり
ます。
ところ／富士総合運動公園陸上競技
場
種　目／小学生男・女、中学生男・
女、一般男・女、40歳以上の各部
対　象／市内在住・在学・在勤の人
申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／富士市実行委員会事務
局　佐野　方 1090-1413-8784

富士市工業振興会議委員

産業政策課　155-2779
市の工業振興策について、より広

く市民の皆さんの意見を反映させる
ため、委員を公募します。
応募資格／市内在住・在勤の20歳以
上の人

任　期／10月から 2年間
※会議は、平日の夜間（年 3～ 5回
程度）。

募集人員／ 3人程度（提出書類など
により選考）

報　酬／会議 1回につき7,000円
申し込み／ 9月10日d（必着）まで
に、 応募用紙（産業政策課で配布、
市ウェブサイトでダウンロード可） 
に必要事項を記入し、直接または
郵送・FAX・Eメールで、〒417-
8601　富士市役所産業政策課へ 
 551-1997
 Esa-sangyou@div.city.fuji.shizuoka.jp

市営住宅駿河台団地 
（シルバーハウジング）入居者

住宅政策課　155-2817
募集団地／駿河台団地南棟110号室
（今泉2282-2）
間取り／ 2 DK（ 6畳、 6畳、DK）
家　賃／ 2万100円～ 3万9,500円
※入居する人の世帯所得によります。
※共益費、駐車場使用料、緊急通報
システムなどの経費は含みません。
敷　金／家賃の 3か月分
資　格／満60歳以上の単身世帯、夫
婦双方またはいずれかが満60歳以
上の世帯、収入が基準以下の世帯
など
申し込み／ 8月20～29日の8:30～
17:15（土・日曜日は除く）に、直
接住宅政策課へ

2014健康まつり 
「赤ちゃんハイハイ・ヨチヨチレース」

健康対策課　164-8994
と　き／ 9月21日a　10:20～13:40
ところ／フィランセ西館 2階
対　象／市内在住のハイハイができ
る子から平成25年6月生まれまで
の子ども

定　員／150人（応募者多数の場合抽せん）
申し込み／ 9月 2日c（必着）まで
に、往復はがきに住所、子どもと
保護者の氏

ふり

名
が な

、子どもの性別・生
年月日、電話番号、希望レース（ハ
イハイまたはヨチヨチ）を記入し、
〒416-8558　フィランセ健康対策
課へ
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救急医療センター看護師募集
救急医療協会　151-0099

業務内容／看護業務
採用日／平成26年10月 1日d

応募資格／看護師免許を有する人
募集人数／正規職員 1人
試験日／ 9月18日e

試験内容／作文・面接
申し込み／ 9月10日dまでに、電
話で救急医療協会へ（月～金曜
日8:30～17:00）

講座・教室

放課後や学校休業日に児童と一緒に過ごす 
放課後児童クラブ指導員

子育て支援課　155-2731
勤務地／元吉原児童クラブ（元吉原
小学校区）
定　員／ 1人
勤務時間／平日13:00～18:00のうち
4時間　学校休業日7:30～18:00の
うち 5時間程度
対　象／保育士・幼稚園・小学校教諭
の資格を有する45歳くらいまでの人
申し込み・問い合わせ／元吉原児童
クラブ　133-4131（平日13:00～
18:00）

一般文学講演会 
「大沢在

あり

昌
まさ

講演会」
中央図書館　151-4946

と　き／ 9月20日g　15:00～16:30
ところ／中央図書館 2階視聴覚室
講　師／大沢在昌さん（作家）
定　員／100人（応募者多数の場合抽
せん）
受講料／無料
申し込み／ 8月20～27日（必着）に、 
はがきを持参または往復はがき・
Ｅメールに住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、電
話番号、講演会名を記入し、〒417 
-8515　永田北町3-7　中央図書館
へ 
 Elibrary@div.city.fuji.shizuoka.jp

働く人の労働安全衛生講座 
（無料）
商業労政課　155-2778

と　き／ 9月 9日c　18:30～20:00
ところ／ラ・ホール富士 2階多目的
ホール
内　容／「元気マネージメント術
～笑ってココロも体も健康に～」
講　師／山本衣

え

奈
な

子
こ

さん（産業カウ
ンセラー）
対　象／市内在住・在勤の人
定　員／250人（応募者多数の場合抽
せん）
申し込み／ 9月 3日dまでに、電話
またはFAXに住所、氏

ふり

名
が な

、電話番
号、託児の希望の有無（子どもの
名
ふり

前
が な

・性別・年齢○歳○か月）を
記入し、商業労政課へ 551-1997

ラ・ホール講演会 
「旅で出会ったあたたかい人たち」
りぷす富士（ラ・ホール富士）　153-4300
と　き／ 9月28日a　14:00開演
ところ／ラ・ホール富士 2階多目的
ホール
講　師／阿藤快

かい

さん（タレント）
入場料／500円
申し込み／ 8月24日aから入場券を
販売します。直接ラ・ホール富士、
富士市交流プラザ、富士川ふれあ
いホール、温水プール、市立富士
体育館、市立富士川体育館へ

講演会「正しいパンツのたたみ方～自分
を輝かせるスイッチは自分の中にある～」
多文化・男女共同参画課　155-2724
と　き／ 9月13日g　13:30～15:00
ところ／大淵まちづくりセンター
講　師／南

みなみ

野
の

忠
た だ

晴
は る

さん（大阪府立八
尾北高等学校家庭科教員）
参加費／無料
申し込み／ 9月 5日fまでに、電話
またはFAXで、多文化・男女共同
参画課へ 555-2864

健康ふじ21推進地区講演会
（無料）
健康対策課　164-8993

①あなたの肺は大丈夫？～知ってお
きたいＣＯＰＤ～
と　き／ 8月26日c　19:00～20:30
ところ／岩松まちづくりセンター
講　師／原清

きよし

さん（原内科クリニッ
ク医師）
②自分の歯を何本残せますか？～失
ってからでは遅い歯周病～
と　き／Ａ 8月27日d　Ｂ 9月 3日

d　各19:00～20:30
ところ／Ａ今泉まちづくりセンター
Ｂ元吉原まちづくりセンター
講　師／Ａ遠藤明さん（アキラ歯科
歯科医師）Ｂ田

た

坂
さか

誠
せ い

吾
ご

さん（尾崎
歯科医院歯科医師）
※①②とも、当日直接会場へ。

難聴者への文字通訳 
～要約筆記初めて講座（無料）～

障害福祉課　155-2911
と　き／① 9月13・27日、10月 4日
の各土曜日　10:00～12:00 ② 9月
18・25日、10月 2日の各木曜日　
13:00～15:00　各計 3回
ところ／①フィランセ②丘まちづく
りセンター
対　象／市内在住・在勤の人
※聴覚障害のある人やその家族も参
加できます。
定　員／各20人（応募者多数の場合抽せん）
申し込み／ 8月29日fまでに、電話
またはFAXに住所、氏

ふり

名
が な

、電話番
号、希望日程（①・②）を記入し、
障害福祉課へ 553-0151

初心者のための卓球・バドミントン・ゴルフ・新体操教室 
～H

ハ ロ ー

ello ！スポーツ！みんなで始めよう～
スポーツ振興課　153-6045

講座名（対象） と　　き ところ 申込先・問い合わせ

① 卓球
（一般）

 9月 3日～11月26日の
 毎週水曜日
 19:00～21:00　計13回 市立富士

体育館

市卓球協会事務局　長尾　方 
〒417-0862　石坂100-4 
 153-6219

② バドミントン
（小学生以上）

 9月 4日～11月27日の
 毎週木曜日
 19:00～21:00　計13回

市バドミントン協会事務局　 
大石 方 〒416-0909 松岡2423-11 
 1090-3834-1759

③ ゴルフ
（一般）

 9月 4日～10月23日の
 毎週木曜日
 13:30～15:00　計 8回

リムスポーツクラブ 135-0760

 9月 5日～10月24日の
 毎週金曜日
 18:30～20:00　計 8回

ヤマキゴルフガーデン 136-0101

④ 新体操
（小学生女子)

 10月 4日～11月 1日の
 毎週土曜日
 14:00～15:30　計 5回

吉原高校
体育館 青柳　方 552-8082

※①②は、往復はがきに住所、氏
ふり

名
が な

、年齢を記入し、③は電話で、④はFAX
で各申込先へ。



らしのたより暮

広報ふじ 2014年 8月 5日号 18

講座・教室

介護保険制度の使い方や事業所
情報を掲載した便利な情報冊子を
配布しています。
配布場所／
・介護保険課（市役所 4階）
・高齢者介護支援課（市役所 4階）
・地域包括支援センター（市内 8
か所）
・各地区まちづくりセンターほか

介護保険施設などの開設予定や
事業所の空き状況などの最新情報
は、市ウェブサイトでお知らせし
ています。市ウェブ
サイトのトップペー
ジで「介護保険」と
検索してください。
【問い合わせ】 
介護保険課 
 155-2767

認知症・介護予防等情報
2か月に一度、掲載しています。

‥‥‥介護保険を知る‥‥‥

中級カウンセリング講座

青少年相談所　152-4152
と　き／ 9月10・24日、10月 8・22
日、11月12日の各水曜日　13:30～
15:30　計 5回
ところ／青少年相談所会議室
講　師／佐野淑

よし

江
え

さん（教育カウン
セラー）
対　象／市内在住の20歳以上の人
定　員／30人（応募者多数の場合抽
せん）
受講料／900円
申し込み／8月27日dの12:00までに、 
電話またはＥメールに住所、氏

ふり

名
が な

、
年齢、電話番号を記入し、青少年
相談所へ 
 Eky-soudanjo@div.city.fuji.shizuoka.jp

第 2回　市民生活講座 
「正しいくすりとの付き合い方」

市民安全課　155-2750
と　き／ 8月19日c　13:30～15:00
ところ／フィランセ東館 2階ふくし
体験室・学習室
内　容／薬の選び方、服用の仕方、
保存管理の仕方
講　師／高木美

み

鈴
すず

さん（富士市薬剤
師会検査所管理責任者）
受講料／無料（当日直接会場へ）
※託児あり（要予約。 8月16日gま
でに、FAXに子どもの氏

ふり

名
が な

・年齢
（○歳○か月）、保護者の氏

ふり

名
が な

・連
絡先を記入し、富士市消費者運動
連絡会　552-9414へ）。
問い合わせ／富士市消費者運動連絡
会　中川　方 1080-6909-2318

夜間納税相談
8月25日B 17:15～19:00

収納課　155-2730

3か月でマイナス 3キロ 
チャレンジ教室
健康対策課　164-8993

と　き／10月 9日e　9:30～13:30、
11月 6日e 10:00～12:00、平成27
年 1月 8日e　9:30～12:00　計 3回
ところ／フィランセ西館 4階大ホール
内　容／体組成測定、体力測定、運
動・食事の講話、運動実技、ヘル
シー弁当試食（ 1日目）
対　象／市内在住の40～64歳で、医
師による運動制限がなく、医師や
周囲から体重を減らすよう勧めら
れている人など
定　員／30人（応募者多数の場合抽
せん）
※ 3人 1組での参加も大歓迎です。
受講料／700円（1日目の昼食代含む）
申し込み／ 9月18日eまでに、電話
で健康対策課へ

富士文庫特別コレクションを知る講座 
～古典への誘

いざな

い「論語（孔
こう

子
し

）・方丈記（鴨
かもの

長
ちょうめい

明）」～

富士文庫　172-1612
と　き／ 9月 7日からの毎月 1回　
日曜日　13:30～15:30　 計 5回
ところ／富士文庫講座室
講　師／小

こ

出
いで

貫
み ち

暎
て る

さん（中国文化学
会会員）
定　員／48人（先着順）
受講料／500円
申し込み／ 8月23日gの9:00から受
け付けます。直接富士文庫へ
※電話では受け付けません。

8月の教育委員会会議
8月定例会を開催します 
（どなたでも傍聴できます）
と　き／ 8月20日d　13:30～
ところ／市役所 9階第 2委員会室
 教育総務課　155-2865

日系人就労準備研修事業 
日本語講師を募集します
募集人員／ 5人程度
応募資格／日本語教師の資格を有
する人など（応相談）
内　容／外国人求職者に対する、
就労に必要な日本語の指導
勤務地／富士・富士宮市内
業務開始時期／ 9月以降
勤務時間／平日週 1日以上、9:00
～12:00または19:00～21:00（応
相談）
選考方法／書類選考、面接（模擬
授業を含む）
※申込方法など詳しくは、（一財）
日本国際協力センターへ。
103-6838-2720 503-6838-2721 
 Enihongo@jice.org

富士市ウェブサイトをリニューアルします！
「市民が生活の情報を得やすいと同時に、富士市の魅力を内外に発信す
ることができるウェブサイト」を基本方針に、市ウェブサイトをリニュー
アルします。
市ウェブサイトを「くらしの情報サイト」と「富士市の魅力発信サイ
ト」の 2つに分け、それぞれの目的に合わせて利用できます。
●現行ウェブサイトとの入れかえ日程　 8月25日B（予定）
※公開直後には、現在公開されているウェブサイトとの切りかえにより、一
時確認できないページが生じる場合がありますのでご了承ください。
●リニューアルに伴う注意点
※市ウェブサイトのトップページのアドレスは変わりませんが、トップペ
ージ以外のアドレスは変更になります。現在、インターネットの「お気
に入り」などに登録している人は、変更をお願いします。
※今回のリニューアルをもって、携帯電話専用の「富士市モバイルサイト」
は廃止されます。新しいウェブサイトでは、パソコン・スマートフォン
・携帯電話のそれぞれに最適化されたページを配信します。
      機能が充実した富士市ウェブサイトをぜひ、ご活用ください。
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10日A たむらレディースクリニック 65-7777 米之宮町 花崎眼科医院 66-0100 青葉町 わたなべ耳鼻咽喉科医院 65-6787 松 岡 らくらく接骨院 88-1623 松 岡
17日A 中島産婦人科医院 51-4188 青島町 加藤医院吉原分院 57-3000 中央町1 こだま耳鼻咽喉科クリニック 9

（055）
26-1333 沼津市 よしだ接骨院 88-1190 富士見台4

24日A ロゼレディースクリニック 60-5747 蓼原町 長 野 医 院 60-7100 柚 木 里和耳鼻咽喉科医院 23-1133 伝 法 久保寺接骨院 85-3916 北松野
31日A 長谷川産婦人科医院 53-7575 吉原5 なかがわ眼科 2

（0544）
9-6000 富士宮市 ぬまづ島田耳鼻咽喉科医院 9

（055）
24-0780 沼津市 しおざわ整骨院 62-1133 水戸島1

と　

き

8月の接骨師会 
休日当直当番

眼
が ん

科
か Ophthalmology
Oftalmolagia

9:00～17:00
耳
じ

 鼻
び

 科
か Otorhinolaryngology
Otorrinolaringologia

8:00～17:00
産
さ ん

婦
ふ

人
じ ん

科
か Gynecology＆Obstetrics
Gineco-Obstetrica

8:00～翌8:00
柔
じゅう

道
ど う

整
せ い

復
ふ く Bonesetter

Clinica de osteopatia

9:00～17:00

Available Hospitals in the Holiday
Pronto Socorro em  atendimento fim de semana e feriados8月の休日当直医 救急当直医案内

151-9999

内
な い

科
か

・小
しょう

児
に

科
か

・外
げ

科
か Internal Medicine/Pediatrics/Surgery

Clinica Geral/Pediatria/Cirurgias
歯科医師会館　153-5555
　　　　　　　伝法2850-3
日曜日・祝休日 9:00～12:00
　　　　　　  13:00～16:00

歯
し

　科
か Dentistry
Dentistas

Emergency Hospitals
Hospitais de emergencia

救 急 救急医療センター　151-0099　津田217-2
平日19:00～翌8:00　土曜日14:00～翌8:00　日曜日・祝休日 9:00～翌8:00
〈診療上の注意〉必ず保険証を持参してください。緊急性により診察順が変わり、投薬は
1日分です。子どもが受診する場合は、早目の時間帯にお越しください。

平成26年総務省統計局・静岡県 
「全国消費実態調査」に 

ご協力ください
9～11月に、平成26年全国消費

実態調査が実施されます。この調
査は、近年の我が国の経済・社会
が人口の高齢化、サービス産業の
増大、高度情報化などにより、多
様化している中で、国民生活の実
態を家計面から明らかにするため
に行います。
調査の結果は、経済・社会施策

の基礎資料として、また、消費・
経済分析の貴重なデータとして広
く利用されます。
調査の内容は、主に家計簿の記

入です。調査員が皆さんのお宅に
伺った際には、調査の趣旨をご理
解いただき、ご協力をお願いしま
す。 総務課　155-2708

まちづくりセンター各種講座

★「ドキドキワクワク仲間作り～み
んなで楽しんじゃおう！ステキな
出会いがあるかも！～」（北部ブロ
ックまちづくりセンター合同講座）
と　き／9月17日～10月15日の毎週
水曜日　19:00～20:30　計 5回
ところ／富士見台まちづくりセンター
対　象／市内在住・在学・在勤の20
～39歳の独身の男女
定　員／20人（応募者多数の場合抽
せん）
参加費／1,000円（材料費含む）
申し込み／ 8月18～28日の9:00～ 
21:00に、市ウェブサイトで電子申
請するか、はがきを持参し、富士
見台・神戸・吉永北・大淵の各地
区まちづくりセンターへ
問い合わせ／吉永北まちづくりセン
ター 121-3559
★「カモン！プレママさん」
と　き／9月24日～11月12日の毎週
水曜日　13:30～15:30（一部の回は
13:30～15:00）　計 8回
ところ／伝法まちづくりセンター
対　象／市内在住・在勤で、安定期
に入った健康な妊婦（目安として
妊娠15週以降）
定　員／20人（応募者多数の場合抽
せん）
受講料／500円
申し込み・問い合わせ／ 8月28日e

（必着）までに、市ウェブサイト
で電子申請するか、はがきを持参
または往復はがきに住所、氏

ふり

名
が な

、
年齢、電話番号、勤務先（市外在
住の人）、出産予定日、講座名を記
入し、〒417-0061　伝法2743-2　
伝法まちづくりセンターへ 
 151-4091

お弁当でハッピースマイル 
食生活講座
健康対策課　164-8993

と　き／ 9月 4日e　10:00～12:30
ところ／田子浦まちづくりセンター
内　容／講話と調理実習（バランス
のとれた弁当のつくり方、短時間
でつくるコツ）
定　員／18人（先着順）
受講料／450円
持ち物／エプロン、三角巾、ふきん
2枚、弁当箱

申し込み／ 8月19～28日（土・日曜
日は除く）の9:00～17:00に、電話
で健康対策課へ
※託児なし。

りぷす富士各種教室

りぷす富士（富士川ふれあいホール）　181-2333
①リトミック
と　き／ 9月 5日～10月10日の毎週
金曜日　計 6回　Ａ10:00～10:45　
Ｂ11:00～11:45
対　象／平成22年10月～平成24年10
月生まれの幼児とその保護者
定　員／10組20人（応募者多数の場
合抽せん）
※幼児 1人につき保護者 1人。
受講料／ 1組4,000円（保険料含む）
②チョークアート
と　き／9月11日～11月20日の隔週
木曜日　10:00～12:00　計 6回
定　員／15人（応募者多数の場合抽
せん）
受講料／5,000円（教材費含む）

‥‥①②とも‥‥
ところ／富士川ふれあいホール
受付期間／ 8月19～26日
※申込方法など詳しくは、富士川ふ
れあいホールへ。

りぷす富士 各種スポーツ教室

りぷす富士（市立富士川体育館）　181-2111
①ダンスエクササイズ
と　き／10月 2日～12月 4日の毎週
木曜日　19:00～20:30　計10回
定　員／25人
②中高年のための筋力トレーニング
と　き／Ａ10月1日～12月10日の水
曜日Ｂ10月3日～12月19日の金曜
日　19:00～20:30　各計10回
定　員／各30人
③リラックスヨガ
と　き／10月7日～12月16日の毎週
火曜日　午前の部10:00～11:30　
午後の部13:00～14:30　各計10回
定　員／各30人

‥‥①②③とも‥‥
ところ／市立富士川体育館
受付期間／ 8月31日～ 9月 6日
※申込方法など詳しくは、市立富士
川体育館へ。
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土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは

人　口　257,950人   （前月比－ 32 ）
　　男　127,482人   （－30）　
　　女　130,468人   （－2 ）
世　帯　100,472世帯（ + 52） 7 月 1 日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601　静岡県富士市永田町1-100

☎0545-51-0123 50545-51-1456

昭和39年から伝法地区に
住んでいる

加藤　哲夫さん
（伝法） 

田
舎
の
風
景
か
ら
に
ぎ
や
か
な
街
並
み
に

　

私
は
、
昭
和
39
年
ご
ろ
、
今
住
ん
で
い
る
伝

法
地
区
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
、
周

り
は
畑
ば
か
り
で
、
と
て
も
静
か
で
し
た
。
我

が
家
の
前
の
道
も
砂
利
道
で
、
今
の
よ
う
に
舗

装
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
昭
和
24
年
か
ら
中
学
校
の
教
師
を
し

て
い
て
、
昭
和
45
年
に
、
吉
原
第
一
中
学
校
に

赴
任
し
ま
し
た
。
家
の
前
の
道
を
東
の
ほ
う
に

歩
い
て
通
勤
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
東
名
富

士
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
な
が
る
港
大
通
り

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
港
大
通
り

の
建
設
予
定
地
に
は
、
く
い
が
打
た
れ
て
い
ま

し
た
ね
。

　

昭
和
50
年
代
に
、
本
格
的
に
工
事
が
始
ま
る

と
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
が
行

き
来
し
、
土
や
砂
利
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
砂

利
を
敷
い
た
工
事
途
中
の
道
路
で
、
子
ど
も
た

ち
が
遊
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。
ま
た

道
路
の
建
設
に
伴
い
、
私
た
ち
の
町
内
は
道
を

挟
ん
で
東
と
西
に
分
か
れ
ま
し
た
。

　

港
大
通
り
が
で
き
た
こ
と
で
、
交
通
量
が
ふ

え
、
私
の
家
の
前
も
、
多
く
の
人
が
通
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
飲
食
店
も
多
く
な
り
、
昔
の

風
景
と
は
違
う
、
に
ぎ
や
か
な
街
並
み
に
な
り

ま
し
た
ね
。

伝法地区（航空写真）
昭和44年

107

現在

2 ページの写真は、大淵地区の
町内会長の皆さんにご協力をいた
だきました。撮影日は、大淵公園
や富士山フロント工業団地で草刈り
が行われました。参加していた方が
「上に立つ人が積極的に活動をしな
いと、みんながついてきてくれない

からね」とおっしゃっていたのが印
象的でした。まちづくりは、こうやっ
て頑張ってくれている一人一人の力
が積み重なってできているんだと感
じました。まちづくり協議会の設立
によって、地域がより盛り上がって
いくのが楽しみです。（もりもり）

伝法小学校

弥生通り

、

伝法小学校 港
大
通
り弥生通り

東名富士
インターチェンジ

国道139号

国道139号


